
第　

回 
１１

吹
奏
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ととととととととととととととととととととと
ききききききききききききききききききききき
▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼　

月
３
日�
午
後
２
時　

料

１１

金
▼
無
料
（
要
整
理
券
／
市
民
会
館
・

中
央
公
民
館
・
各
地
区
公
民
館
で
配

布
中
）

大
花
劇
団
全
国
特
別
公
演 

「
夫
の
か
わ
り
は
お
り
ま
へ
ん
」

　

宮
川
大
助
・
花
子
に
よ
る
泣
き
笑

い
人
情
喜
劇
と
漫
才
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
、

舞
踊
シ
ョ
ー
の
豪
華
３
本
立
て
。

ととととととととととととととととととととと
ききききききききききききききききききききき
▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼　

月　

日�
午
後
２
時
・
６

１１

１７

時　

料
金
▼
Ｓ
席
＝
３
５
０
０
円
、

Ａ
席
＝
２
５
０
０
円
（
全
席
指
定
、

消
費
税
込
み
）

芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸
能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能
生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生
活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活

周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周
年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年

芸
能
生
活　

周
年 

４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４００００００００００００００００００００４０

小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小
林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林
幸幸幸幸幸幸幸幸幸幸幸幸幸幸幸幸幸幸幸幸
子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子
ココココココココココココココココココココ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
ササササササササササササササササササササ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
トトトトトトトトトトトトトトトトトトトト

小
林
幸
子
コ
ン
サ
ー
ト

　

紅
白
歌
合
戦
の
顔
と
も
言
え
る
小

林
幸
子
の
華
や
か
な
ス
テ
ー
ジ
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

ととととととととととととととととととととと
ききききききききききききききききききききき
▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼
来
年
２
月　

日�
午
後
２
時
・

１６

６
時　

料
金
▼
Ｓ
席
＝
５
０
０
０
円
、

Ａ
席
＝
４
０
０
０
円
（
全
席
指
定
、

消
費
税
込
み
）　

前
売
り
開
始
▼　
１２

月
１
日�
午
前
９
時

問
い
合
わ
せ
▼
市
民
会
館
（�
〈　

〉
７５

１
１
５
１
）

　

素
焼
き
に
ペ
イ
ン
ト
し
て
、
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
か
わ
い
い
ガ
ー
デ
ン
ド
ー

ル
を
作
り
ま
す
。

と
き
▼　

月　

日�
午
前　

時
、
午

１０

２７

１０

後
１
時　

分　

と
こ
ろ
▼
デ
ン
パ
ー

３０

ク
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス　

講
師
▼ 
庄 

し
ょ
う 
司 じ 
亮 
り
ょ
う

 
子 
氏　

定
員
▼
各　

人
（
先
着
順
）

こ

１２

参
加
費
▼
２
０
０
０
円
（
入
園
料
は

別
途
）　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

▼　

月　

日�
午
前
９
時
か
ら
電
話

１０

２０

で
同
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
（�
〈　

〉７
１

９２

１
２
）
へ

と
き
▼　

月　

日�
午
前　

時　

と

１１

１６

１０

こ
ろ
▼
デ
ン
パ
ー
ク
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス

内
容
▼
モ
ダ
ン
な
カ
ラ
ー
パ
ン
ジ
ー

講
師
▼
石
川
浩
恵
氏　

定
員
▼　

人
３０

（
先
着
順
）　

参
加
費
▼
３
０
０
０

円
（
入
園
料
は
別
途
）　

申
し
込
み
・

問
い
合
わ
せ
▼　

月　

日�
午
前
９

１０

１９

時
か
ら
電
話
で
同
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス

（�
〈　

〉７
１
１
２
）
へ

９２

　

「
楽
し
み
・
ふ
れ
あ
い
・
地
域
の

和
」
を
テ
ー
マ
に
、
北
部
福
祉
セ
ン

タ
ー
ま
つ
り
を
行
い
ま
す
。　
　
　

と
き
▼　

月　

日�
午
前　

時
〜
午

１０

２７

１０

後
４
時　

と
こ
ろ
▼
同
セ
ン
タ
ー　

内
容
▼
み
た
ら
し
だ
ん
ご
な
ど
の
チ

ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
、
カ
ラ
オ
ケ
・

日
本
舞
踊
・
池
田
愛
子
歌
謡
シ
ョ
ー

な
ど
の
芸
能
、
百
歳
体
験
、
園
児
・

児
童
・
老
人
ク
ラ
ブ
の
作
品
展
示
、

介
護
用
品
の
紹
介
な
ど　

※
あ
ん
く

る
バ
ス
北
部
線
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
▼
同
セ
ン
タ
ー（�
〈　

〉
９７

５
０
０
０
）

　

作
野
児
童
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
ま

ま
わ
し
名
人
に
世
界
の
こ
ま
の
紹
介

や
ま
わ
し
方
な
ど
を
教
え
て
も
ら
う

「
こ
ま
教
室
」
を
行
い
ま
す
。

と
き
▼　

月
２
日�
午
後
１
時　

分

１１

３０

〜
３
時　

と
こ
ろ
▼
作
野
公
民
館
大

会
議
室　

講
師
▼
高
橋 
十  
四  
生 
氏　

と 

し 

お

問
い
合
わ
せ
▼
同
セ
ン
タ
ー（�
〈　

〉
７４

３
９
７
７
）

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
「
そ
の
時
歴
史
が

動
い
た
」
の
名
解
説
で
お
な
じ
み
の

講
師
を
招
い
て
、
講
演
会
を
行
い
ま

す
。
戦
国
時
代
史
研
究
の
第
一
人
者

が
、
安
城
を
め
ぐ
る
今
川
氏
と
松
平

氏
の
せ
め
ぎ
あ
い
を
、
わ
か
り
や
す

く
解
説
し
ま
す
。

と
き
▼　

月　

日�
午
後
２
時　

と

１１

１０

こ
ろ
▼
文
化
セ
ン
タ
ー
マ
ツ
バ
ホ
ー

ル　

講
師
／
演
題
▼ 
小  
和  
田  
哲  
男 
氏

お 

わ 

だ 
て
つ 
お

（
静
岡
大
学
教
授
）
／
「
今
川
・
松

平
氏
と
安
城
〜
戦
国
乱
世
か
ら
天
下

統
一
へ
の
舞
台
〜
」　

定
員
▼　

人
５００

（
先
着
順
）　

問
い
合
わ
せ
▼
市
史

編
さ
ん
室
（�
〈　

〉４
４
７
７
）

７７

広報あんじょう　2002.10.15

ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
教
室

市
制
施
行　

周
年
記
念 

５０

市
史
講
演
会

好評発売中

催
し

講
座

・

寄
せ
植
え
講
座

北
部
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り

こ
ま
教
室

ガスを節約しましょう！
　ガス器具を効率よく利用することに

より、ガスの消費量を節約することが

できます。その結果ＣＯ２排出量が減

り、家計も助かります。

●食器洗いは低い温度で。

●風呂は冷めないうちに家族続けて入

　浴しましょう。

地球にやさしい環境都市
市
民
会
館
の
催
し
も
の

�

「
対
象
　
ど
な
た
で
も
」

「
定
員
　
特
に
な
し
」

「
費
用
　
無
料
」
の
場
合
は

　
記
載
を
省
略
し
て
い
ま
す
。
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油
ヶ
淵
の
水
質
浄
化
活
動
に
よ
り

一
層
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、

「
ア
ク
シ
ョ
ン
油
ヶ
淵　

高
浜
」
を

ｉｎ

行
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
油
ヶ
淵
水
質
浄
化
促
進

協
議
会
が
設
立
さ
れ
て
か
ら
、　

回
１０

目
の
開
催
と
な
る
の
を
記
念
し
て
、

多
自
然
型
川
づ
く
り
の
一
つ
と
し
て

水
辺
の
緑
を
回
復
を
め
ざ
す 
稗  
田 
川

ひ
え 
だ

「
緑
の 
甍 
」
植
樹
祭
を
同
時
開
催
し

い
ら
か

ま
す
。

と
き
／
と
こ
ろ
／
内
容
▼　

月
２
日

１１

�
午
前　

時
〜
正
午
／
第
1
会
場

１０

（
高
浜
市 
稗  
田 
町
・ 
論  
地 
町
地
内
）／

ひ
え 
だ 

ろ
ん 
ち

式
典
、
稗
田
川
「
緑
の
甍
」
植
樹
祭

（
地
元
町
内
会
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
た
か
は
ま
）

午
後
１
時
〜
３
時　

分
／
第
２
会
場

３０

（
高
浜
市
中
央
公
民
館
）
／
講
演

「
自
然
、
人
間
そ
し
て
環
境
」（
鳥
羽

水
族
館
館
長
・
中
村 
幸  
昭 
氏
）、油
ヶ

は
る 
あ
き

淵
の
水
質
浄
化
に
関
す
る
事
例
発
表

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
た
か
は
ま
）、油
ヶ
淵
の
水

質
浄
化
に
関
す
る
展
示
（
午
後
０
時

　

分
か
ら
）　

問
い
合
わ
せ
▼
市
環

３０境
安
全
課
ま
た
は
県
水
環
境
課
・
河

川
課
（�
　
〈　

〉２
１
１
１
）

０５２
９６１

と
き
▼　

月　

日�
午
後
２
時
〜
３

１１

１１

時　

分　

と
こ
ろ
▼
安
城
商
工
会
議

３０
所
大
会
議
室　

講
師
／
演
題
▼
渡
部

昇
一
氏
（
上
智
大
学
名
誉
教
授
）
／

「
ど
う
な
る
？
こ
れ
か
ら
の
日
本
」

申
し
込
み
▼
所
定
の
申
込
書
に
記
入

の
う
え
、
同
会
議
所
（�
〈　

〉４
３

７６

２
２
）
へ　

問
い
合
わ
せ
▼
同
会
議

所
（�
〈　

〉５
１
７
５
）、同
桜
井
支

７６

所
（�
〈　

〉０
３
０
３
）　

※
申
込

９９

書
は
同
会
議
所
・
同
桜
井
支
所
、
市

商
工
課
に
あ
り
ま
す
。

　

安
城
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
で
は
、

果
物
づ
く
り
の
楽
し
み
を
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
、
研
修
会
を
開
催
し
ま

す
。
良
い
枝
を
伸
ば
し
、
収
穫
量
を

増
や
す
た
め
の
効
果
的
な
せ
ん
定
の

方
法
を
覚
え
て
、
実
践
し
て
み
ま
し

ょ
う
。

と
き
▼　

月　

日�
午
後
１
時　

分

１１

１２

３０

と
こ
ろ
▼
同
セ
ン
タ
ー
大
研
修
室　

内
容
▼
果
樹
の
せ
ん
定
技
術　

講
師

▼
山
田 
鐘 
氏
（
園
芸
研
究
家
）　

定

あ
つ
む

員
▼　

人　

参
加
費
▼　

円
（
資
料

１００

１００

代
）　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
▼

　

月
７
日�
ま
で
に
、
は
が
き
ま
た

１１は
フ
ァ
ク
ス
に
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
を
記
入
し
て
、
同
セ
ン
タ
ー

（
〒　
�
０
０
６
６
安
城
市
池
浦
町

４４６

境
目
１
／�
〈　

〉５
２
６
５
／�

７３

〈　

〉２
１
４
１
）
へ　

７６

ア
ク
シ
ョ
ン
油
ヶ
淵　
 in

高
浜安安城城市市民民博博覧覧会会

多くのイベントの中から一部を
紹介します。
本紙折り込みチラシもご覧くだ
さい。

姉妹・友好都市展

　市国際都市友好協会では、本市

の姉妹・友好都市について知って

いただくため、ハンチントンビー

チ市（アメリカ）、ホブソンズ・ベ

イ市（オーストラリア）、コリング

市（デンマーク）の紹介をはじめ、

各市との交流の記録や本市に贈ら

れた絵画・写真などを展示します。また、中学生以下を対象に姉

妹都市に関するクイズを行います。正解者には記念品をお渡しし

ます。

とき

△

１０月２６日�・２７日�午前９時～午後５時　ところ

△

中部公

民館第１会議室　問い合わせ

△

同協会事務局（秘書課内）

第１９回教育展

　「きらめく　ときを　ともに－

つくろう　すごそう　生かそう－」

をテーマに、本市の子どもたちの

夢や創造性を表現する教育展を開

催します。子どもたちの作品いっ

ぱいの野外展示、参加型・体験型

の教科の展示、総合的な学習の成

果を発表する実演コーナーなどから、新たな教育の息吹を感じる

ことができます。

とき

△

１０月２６日�・２７日�午前９時～午後５時（２７日は午後４時

まで）　ところ

△

市総合運動公園内テニスコート　問い合わせ

△

市教育研究会事務局（安城北中学校内／�〈７５〉３５２５）

　　親子エコ講演会　　    　　　 　　　　 　

　三河湾にいる世界最小のイルカ・スナメリの生態を通じて、海

の現状や生活との関わりについての講演会を開催します。ビデオ

を利用したわかりやすい講演です。ぜひ親子でご参加ください。

とき

△

１０月２６日�午後１時３０分　ところ

△

中部公民館大会議室　

講師／演題

△

林 正  道 氏／ 「イルカの手紙」　定員

△

１５０人（要整理
まさ みち

券／当日午前１０時から同公民館で先着順に配布）　問い合わせ

△

環境安全課

　　お知らせ　　　　 　　    　　 　　　　　

　グルメ・マーケットコーナーには、はしや茶わんを持って来て

ください。特典があります。

文
化
講
演
会

市役所　�〈７６〉１１１１／FAX〈７６〉１１１２

�

市
民
農
業
指
導
者
研
修



　安城新幹線駅周辺土地区画整

理事業の宅地（保留地）９区画

を公開抽せんで分譲します。申

込用紙及び詳細資料は区画整理

２課（北庁舎３階）でお渡しし

ます。

受付期間

△

１１月５日�～１８日�

午前９時～午後５時（土・日曜

日は除く）　受付場所

△

同課　

対象

△

５年以内に建物を建築す

る予定のある人　※申し込みで

きない人もいますので、詳しく

は同課へお尋ねください。　問

い合わせ

△

同課

ＪＲ東海道新幹線ＪＲ東海道新幹線

ＪＲ東海道本線

ＪＲ東海道本線

県
道
豊
田
一
色
線

県
道
豊
田
一
色
線

県
道
豊
田
一
色
線

名鉄名古屋本線

名鉄名古屋本線

名鉄名古屋本線

ＪＲ東海道本線

国道１号

三河安城駅三河安城駅三河安城駅

ＪＲ東海道新幹線

新安城駅新安城駅新安城駅

［安城作野］［安城作野］

［安城北部］［安城北部］

［安城作野］

［安城新幹線駅周辺］［安城新幹線駅周辺］［安城新幹線駅周辺］

［安城北部］

分譲地（保留地）価格表

安城新幹線駅周辺土地区画整理事業の
宅地（保留地）を分譲します

容積率
建ぺ
い率

用途地域分譲価格面積
仮換地番号

№
画地街区

２００％６０％第１種住居地域２１７５万７０００円１７５．３２㎡７�２４１①

４００％８０％商業地域３４６３万１０００円２４８．７９㎡２４６②

２００％６０％工業地域５８８９万６０００円４６３．３９㎡１１７３③

２００％６０％工業地域２８５７万１０００円２３０．２３㎡４８９④

２００％６０％工業地域３４４５万７０００円２７７．６６㎡１�２９２�１⑤

２００％６０％工業地域３４０４万１０００円２７７．６６㎡１�４９２�１⑥

２００％６０％工業地域２３２８万１０００円１８７．６０㎡８�１９３⑦

２００％６０％工業地域７０８７万４０００円４５９．３３㎡５９４⑧

２００％８０％近隣商業地域５５８８万００００円４１９．５２㎡３�１１２４⑨

　

子
育
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
ヒ
ン
ト

に
な
る
話
で
す
。
子
育
て
中
の
パ
パ
、

マ
マ
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と
き
▼　

月　

日�
午
前　

時
〜　

１０

２９

１０

１１

時　

分　

と
こ
ろ
▼
二
本
木
公
民
館

３０
講
師
／
演
題
▼
水
野 
裕  
子 
氏
（
私
立

ゆ
う 
こ

へ
き
な
ん
保
育
園
園
長
） ／ ¬ 
母
親
と

い
う
意
識
の
も
ち
方
ー
深
呼
吸
を
ひ

と
つ
ー
」　

定
員
▼　

人
（
先
着
順
）

５０

託
児
▼
１
歳
以
上　

人
（
先
着
順
）

３０

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
▼　

月　
１０

１７

日�
午
前
９
時
か
ら
市
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
（
錦
保
育
園
内
／�
・�

〈　

〉６
３
３
６
）
へ　

７３
　
　

　

心
肺
そ
せ
い
法
や
止
血
法
な
ど
応

急
手
当
の
方
法
を
学
ん
で
い
た
だ
く

た
め
に
普
通
救
命
講
習
会
を
開
催
し

ま
す
。

と
き
▼
①　

月　

日�
　

②　

月　

１１

２３

１２

２１

日�
い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午　

と
こ
ろ
▼
①
消
防
北
分
署
研
修
室　

②
消
防
署
大
会
議
室　

対
象
▼
市
内

在
住
・
在
勤
で　

歳
以
上
の
健
康
な

１６

人　

服
装
▼
動
き
や
す
い
服
装　

そ

の
他
▼
再
講
習
も
受
け
付
け
ま
す　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
▼
開
催
日

の　

日
前
ま
で
に
消
防
署
救
急
係

１０
（�
〈　

〉２
４
９
４
）
へ

７５

＃
＃

＃
＃

＃
＃

　

春
日
井
市
の
古
墳
を
中
心
に 
味  
美 

あ
じ 
よ
し

 
二  
子  
山 
古
墳
、 
下  
原  
古  
窯  
跡  
群 
な
ど

ふ
た 
ご 
や
ま 

し
も 
は
ら 
こ 
よ
う 
せ
き 
ぐ
ん

を
訪
ね
ま
す
。

と
き
▼　

月　

日�
午
前
９
時
〜
午

１１

２３

後
５
時　

定
員
▼　

人
（
定
員
を
超

２０

え
た
場
合
は
抽
せ
ん
）　

参
加
費
▼

１
０
０
０
円
程
度
（
昼
食
代
ほ
か
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
▼
は
が
き

に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号

を
明
記
し
、　

月　

日�
ま
で
に
歴

１０

３１

史
博
物
館
（
〒　
�
０
０
２
６
安
城

４４６

市
安
城
町
城
堀　

番
地
／�
〈　

〉６

３０

７７

６
５
５
）
へ
郵
送　

※
応
募
は
が
き

１
枚
に
つ
き
２
人
ま
で
と
し
ま
す
。

応
募
者
全
員
の
住
所
・
氏
名
を
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。 

　

秋
の
夜
空
に
浮
か
ぶ
月
を
望
遠
鏡

を
使
っ
て
観
望
し
ま
す
。
雨
天
時
は

星
座
の
解
説
を
し
ま
す
。　

※
中
学

生
以
下
は
保
護
者
同
伴
。

と
き
▼　

月　

日�
午
後
６
時　

分

１１

１０

３０

と
こ
ろ
▼
二
本
木
公
民
館
大
会
議
室
・

駐
車
場　

定
員
▼　

人
（
先
着
順
）

５０

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
▼　

月　
１０

２６

日�
か
ら
同
公
民
館
（�
〈　

〉８
６

７７

１
１
）
へ

　

＃
＃

　

県
で
は
、
商
業
簿
記
講
習
会
を
開

催
し
ま
す
。

と
き
▼　

月　

日�
〜
来
年
２
月　

１１

２７

１９

日�
の
水
・
金
曜
日　

と
こ
ろ
▼
県

西
三
河
総
合
庁
舎
（
岡
崎
市
明
大
寺

本
町
）　

内
容
▼
日
商
簿
記
検
定
３

級
程
度
の
商
業
簿
記　

対
象
▼
育
児

や
介
護
な
ど
で
退
職
し
、
再
就
職
を

希
望
す
る
人　

受
講
料
▼
無
料
（
教

科
書
代
は
自
己
負
担
）　

申
し
込
み
・

問
い
合
わ
せ
▼　

月　

日�
・　

日

１１

１２

１３

�
午
前　

時
〜
午
後
５
時
に
県
西
三

１０

河
事
務
所
産
業
労
働
課
（
同
庁
舎

内
／�
０
５
６
４〈　

〉２
７
８
２
）

２７

へ
　

親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
勤
労
市
民
親
子
の
つ

ど
い
を
開
催
し
ま
す
。

と
き
▼　

月
７
日�
午
前
９
時　

分

１２

３０

〜　

時　

分
、
午
後
１
時　

分
〜
３

１１

３０

３０

時　

分　

と
こ
ろ
▼
デ
ン
パ
ー
ク
ク

３０
ラ
ブ
ハ
ウ
ス　

内
容
▼
ク
リ
ス
マ
ス

の
寄
せ
植
え　

対
象
▼
市
内
在
住
ま

た
は
在
勤
の
親
１
人
と
小
学
３
年
生

〜
中
学
生
の
子
１
人
で
１
組　

定
員

▼　

組　

人
（
先
着
順
）　

参
加
費

３０

６０

▼
無
料
（
入
園
料
は
別
途
）　

申
し

込
み
・
問
い
合
わ
せ
▼　

月　

日�

１０

２１

か
ら
電
話
で
商
工
課
へ

育
児
・
介
護
退
職
者

再
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

「
経
理
事
務
コ
ー
ス
」

広報あんじょう　2002.10.15

普
通
救
命
講
習
会

ふ
る
さ
と
の
歴
史
を
学
ぶ 

あ
お
ぞ
ら
歴
史
教
室

二
本
木
公
民
館

星
空
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

勤
労
市
民
親
子
の
つ
ど
い

ク
リ
ス
マ
ス
の
寄
せ
植
え

育
児
講
座

�



　

デ
ン
パ
ー
ク
で
は
、
平
成　

年
４

１５

月
１
日
採
用
の
事
務
職
・
技
術
職
を

募
集
し
ま
す
。

◆
職
種
・
受
験
資
格
な
ど

＜

事
務
職＞

採
用
予
定
人
員
▼
１
人　

受
験
資
格

▼
昭
和　

年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

５３

れ
た
人
で
、
４
年
制
大
学
を
卒
業
し

た
人
ま
た
は
来
年
３
月
末
ま
で
に
卒

業
見
込
み
の
人

＜

技
術
職＞

採
用
予
定
人
員
▼
１
人　

受
験
資
格

▼
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①
昭
和　

年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

５３

れ
た
人
で
、
農
業
、
林
業
、
造
園
、

園
芸
の
い
ず
れ
か
に
関
す
る
４
年
制

大
学
を
卒
業
し
た
人
ま
た
は
来
年
３

月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人

②
昭
和　

年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

５５

れ
た
人
で
、
農
業
、
林
業
、
造
園
、

園
芸
の
い
ず
れ
か
に
関
す
る
短
期
大

学
、
高
等
専
門
学
校
も
し
く
は
専
修

学
校
の
専
門
課
程
を
卒
業
し
た
人
ま

た
は
来
年
３
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み

の
人　

※
事
務
職
・
技
術
職
と
も
普

通
自
動
車
免
許
（
Ａ
Ｔ
車
限
定
は
不

可
）
を
取
得
し
た
人
ま
た
は
来
年
３

月
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
人
に
限
る
。

自
力
で
通
勤
で
き
、
か
つ
介
護
者
な

し
で
職
務
の
で
き
る
身
体
障
害
者
は
、

受
験
で
き
ま
す
。

◆
受
験
手
続
き
な
ど

提
出
書
類
▼
受
験
申
込
書
（�
安
城

都
市
農
業
振
興
協
会
で
配
布
）、卒
業

見
込
み
証
明
書
ま
た
は
卒
業
証
書

（
卒
業
証
書
は
返
却
し
ま
す
）　

申

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
▼　

月　

日

１０

２２

�
〜　

月
８
日�
（　

月　

日�
・

１１

１０

２８

　

月
５
日�
を
除
く
）
の
午
前
９
時

１１〜
午
後
４
時　

分
に
、
同
協
会
総
務

３０

課
庶
務
係
（
デ
ン
パ
ー
ク
管
理
事
務

所
内
／
〒　
�
０
０
４
６
安
城
市
赤

４４６

松
町
梶
１
／�
〈　

〉７
１
１
１
）
へ

９２

持
参　

※
郵
送
の
場
合
は
、　

円
切

８０

手
を
は
っ
た
返
信
用
封
筒
を
同
封
し
、

　

月
８
日�
必
着
）。受
験
票
を
送
付

１１し
ま
す
の
で
、　

月　

日�
ま
で
に

１１

１３

届
か
な
い
と
き
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

◆
勤
務
内
容
な
ど

勤
務
内
容
▼
事
務
職�
経
理
、
企
画
、

営
業
、
販
売
管
理
な
ど　

技
術
職�

植
物
栽
培
管
理
、
植
物
デ
ィ
ス
プ
レ

イ
管
理
、
屋
外
花
壇
管
理
、
樹
木
管

理　

勤
務
場
所
▼
デ
ン
パ
ー
ク　

勤

務
時
間
▼
事
務
職
は
午
前
８
時　

分
３０

〜
午
後
５
時　

分
、
技
術
職
は
午
前

１５

８
時
〜
午
後
４
時　

分　

週
休
日
▼

４５

４
週
間
の
う
ち
８
日
の
週
休
日
（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
は
交
代
勤
務
）　

給

料
▼
大
卒　

万
４
４
０
０
円
、
短
大

１７

等
卒　

万
１
８
０
０
円　

※
社
会
情

１５

勢
の
変
化
に
よ
っ
て
変
わ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。　

諸
手
当
▼
調
整
手
当
・

通
勤
手
当
・
扶
養
手
当
・
住
居
手
当
・

期
末
勤
勉
手
当

◆
試
験
日
時
／
会
場
／
結
果
／
試
験

内
容

１
次
試
験
▼　

月　

日�
午
前
９
時

１１

１６

　

分
／
市
民
会
館
大
会
議
室
／　

月

３０

１１

下
旬
に
本
人
あ
て
通
知
／
教
養
試
験
、

植
物
管
理
専
門
試
験
（
技
術
職
の
み
）

２
次
試
験
▼　

月　

日�
午
後
１

１２

１１

時
／
デ
ン
パ
ー
ク
／　

月
下
旬
に
本

１２

人
あ
て
通
知
／
面
接
・
作
文
・
適
性

検
査
・
体
力
測
定
（
技
術
職
の
み
）

　

市
立
保
育
園
で
勤
務
す
る
延
長
パ

ー
ト
保
育
士
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

勤
務
場
所
／
時
間
▼
①
南
部
保
育

園
／
平
日
午
前
７
時　

分
〜　

時　

３０

１０

３０

分
、
午
後
４
時
〜
７
時　

②
錦
保
育

園
／
平
日
午
後
４
時
〜
７
時　

③
作

野
保
育
園
／
土
曜
日
正
午
〜
午
後
７

時　

給
与
▼
時
給
１
０
５
０
円
、
通

勤
割
り
増
し
１
日　

円　

申
し
込
み
・

２００

問
い
合
わ
せ
▼
写
真
を
つ
け
た
履
歴

書
と
保
育
士
資
格
証
明
書
を
持
っ
て

児
童
課
へ

　

市
営
橋
目
霊
園
（
橋
目
町
宮
東
）

及
び
市
営
多
門
霊
園
（
安
城
町
多
門
）

の
墓
所
使
用
者
を
募
集
し
ま
す
。

面
積
／
永
代
使
用
料
▼
橋
目
霊
園�

１
区
画
２
・　
�
（　
�
×　
�
）／

２５

１．５

１．５

　

万
７
５
０
０
円　

多
門
霊
園�
１

４２区
画
１
・　
�
（　
�
×　
�
）／　

４４

１．２

１．２

２２

万
５
０
０
０
円　

対
象
▼
現
在
市
内

に
居
住
し
、
１
年
以
上
住
民
登
録
が

あ
り
、
引
き
続
き
永
住
す
る
人
で
、

次
の
い
ず
れ
か
に
あ
て
は
ま
る
人　

①
死
亡
者
の
遺
骨
が
あ
り
、
墓
地
の

な
い
人　

②
県
外
に
墓
地
が
あ
り
、

墓
地
の
移
転
を
必
要
と
す
る
人
（
改

葬
許
可
証
が
必
要
で
す
）　

使
用
条

件
▼
①
１
年
以
内
に
墓
を
建
て
る
こ

と　

②
霊
園
管
理
組
合
に
加
入
す
る

こ
と　

③
墓
地
本
来
の
目
的
以
外
に

使
用
し
な
い
こ
と　

④
火
葬
さ
れ
た

遺
骨
以
外
埋
蔵
し
な
い
こ
と　

申
し

込
み
に
必
要
な
も
の
▼
認
め
印
、
住

民
票
謄
（
抄
）
本
、
改
葬
許
可
証
な

ど　

墓
所
区
画
抽
せ
ん
会
▼　

月　
１１

２８

日�
午
前
９
時　

分
／
市
保
健
セ
ン

３０

タ
ー　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
▼

　

月　

日�
〜　

日�
に
同
セ
ン
タ

１１

１１

１５

ー
（�
〈　

〉１
１
３
３
）
へ 

７６

　　

自
衛
隊
で
は
、
平
成　

年
度
の
自

１４

衛
官
を
募
集
し
ま
す
。

種
目
▼
自
衛
隊
生
徒
（
男
子
）　

対

象
▼
中
卒
（
見
込
み
を
含
む
）
で　
１７

歳
未
満
の
男
子　

試
験
日
▼
１
次
試

験�
来
年
１
月　

日�
　

２
次
試
験

１１

�
来
年
１
月　

日�
〜　

日�
　

申

２４

２７

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
▼　

月
５
日

１１

�
〜
来
年
１
月
７
日�
に
自
衛
隊
安

城
募
集
セ
ン
タ
ー
（�
〈　

〉６
８
９

７４

４
）
へ

志貴小

至岡崎

至岡崎

至知立

至豊田
至豊田

国道１号

工場

宇頭茶屋町

神社

名鉄名古屋本線
至新安城駅

N

橋目霊園

自
転
車
ロ
ー
ド

歴史博物館歴史博物館

安祥公民館安祥公民館

南安城駅南安城駅至刈谷至刈谷至刈谷

秋葉公園

南安城駅 至豊田

至幸田

南部小

南部保

至岡崎

至桜井至西尾

新
　
幹
　
線

碧海
古井駅

秋葉住宅

安祥中

安祥公民館

歴史博物館

名
鉄
西
尾
線

N

多門霊園

募

集

パ
ー
ト
保
育
士
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�
安
城
都
市
農
業
振
興
協
会

（
デ
ン
パ
ー
ク
）
職
員

市
営
墓
所
使
用
者

自
衛
官
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医
療
保
険
制
度
の
改
正
に
よ
り
、

国
民
健
康
保
険
に
加
入
中
で
こ
れ
か

ら　

歳
に
な
る
人
に
は
、
誕
生
月
の

７０
下
旬
（
１
日
生
ま
れ
の
人
は
前
月
）

に
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
を

送
付
し
ま
す
。
昭
和
７
年　

月
２
日

１０

か
ら
昭
和
７
年　

月
１
日
生
ま
れ
の

１１

人
に
は
、　

月　

日�
に
送
付
し
ま

１０

２４

す
。
医
療
機
関
な
ど
で
の
診
療
の
際

は
、
被
保
険
者
証
と
と
も
に
高
齢
受

給
者
証
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
▼
国
保
年
金
課

　

は
い
か
い
の
み
ら
れ
る
知
的
障
害

者
（
児
）
の
所
在
が
不
明
に
な
っ
た

と
き
に
、
位
置
情
報
を
提
供
す
る
機

器
を
お
貸
し
し
ま
す
。

対
象
▼
療
育
手
帳
の
あ
る
知
的
障
害

者
（
児
）
を
在
宅
で
介
護
し
て
い
る

家
族　

費
用
▼
無
料
（
緊
急
出
動
を

要
請
す
る
と
利
用
者
負
担
に
な
り
ま

す
）　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
▼

障
害
援
護
課
へ

　

安
城
北
部
土
地
区
画
整
理
事
業
の

宅
地
（
保
留
地
）
６
区
画
を
先
着
順

で
分
譲
し
ま
す
。
申
込
用
紙
は
区
画

整
理
１
課
（
北
庁
舎
３
階
）
で
お
渡

し
し
ま
す
。

受
付
期
間
▼　

月
２
日�
ま
で
（
土
・

１２

日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
）
午
前
９
時

〜
午
後
５
時　

受
付
場
所
▼
同
課　

そ
の
他
▼
詳
し
く
は
本
紙
８
月
１
日

号
を
ご
覧
く
だ
さ
い

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
▼
同
課
へ

�スポーツ

△

第５５回安城市民体育大会＝３日�午前９時（総合運動
　公園ほか）△

市民テニス大会＝９日�午前９時（テニスコート）△

安城市インディアカ交流会＝１０日�午前９時（市体育
　館）△

日本女子ソフトボールリーグ＝１６日�午前８時３０分
　（ソフトボール場）△

安城市小学生ソフトボール大会＝２３日�午前８時３０分
　（ソフトボール場）△

安城市青年バレーボール大会＝２４日�午前９時（市体
　育館）△
テニス壮年会員大会兼根羽村交流会＝２４日�午前１０時

　（テニスコート）△

安城市レディースバドミントン大会＝２９日�午前９時
　（市体育館）△

バスケットボール日本リーグ戦＝３０日�午前９時
　（市体育館）

�文化センター（ホール＝マツバホール）

△

第５９回安美展＝１０月３０日�～１１月３日�午前９時～午
　後５時（講座室・展示室・大会議室ほか）　※３日は
　午後４時３０分まで。△

市民芸術鑑賞会「和太鼓東京打撃団」＝２日�午後２
　時（ホール）△

安祥太鼓２０周年記念発表会＝３日�午後２時３０分（ホ
　ール）△

第１５回祥霞会書展＝８日�～１０日�午前９時～午後５
　時（展示室ほか）　※１０日は午後４時まで。△

安竜会展＝８日�～１０日�午前９時～午後４時３０分
　（美術展示室・講座室）△

安城音楽協会第１１回演奏会＝９日�午後２時（ホール）△

市制施行５０周年記念市史講演会＝１０日�午後２時（ホ

　ール）△

鈴木久子油彩画展＝１５日�～１７日�午前９時～午後５
　時（展示室）△

ＪＡ愛知役員役職員・ＯＢ文化作品展＝１５日�～１７日
　�午前９時～午後４時（大会議室）　※１７日は午後３
　時まで。△

町内公民館芸能活動発表会＝１７日�午前９時３０分（ホ
　ール）△

政治講演会＝２０日�午後６時３０分（ホール）△

第２１回三鈴会かな書展＝２２日�～２４日�午前１０時～午
　後５時（美術展示室・講座室ほか）　※２４日は午後４
　時まで。△

雅友会「友展」＝２２日�～２４日�午前９時～午後６時
　（展示室・大会議室）　※２４日は午後４時まで。△

市民憲章制定３０周年記念講演会＝２３日�午後２時（ホ
　ール）△

フォークアートカンパニー作品展＝２８日�～３０日�午
　前１０時～午後６時（美術展示室）　※３０日は午後４時
　まで。△

コーロ・アンジェリコ２５周年記念演奏会＝３０日�午後
　１時３０分（ホール）

�市民会館（ホール＝サルビアホール）

△

第５９回安美展＝１０月３０日�～１１月３日�午前９時～午
　後５時（講座室、展示室、大会議室ほか）　※３日は
　午後４時３０分まで。△

第１１回安城市吹奏楽フェスティバル＝３日�午後２時
　（ホール）△

創立３０周年記念「安城市民吹奏楽団　第３０回定期演奏
　会」＝１０日�午後１時３０分（ホール）△

大花劇団全国特別公演「夫のかわりはおりまへん」＝
　１７日�午後２時・６時（ホール）△

安城学園創立９０周年記念講演会＝２２日�午後１時３０分
　（ホール）

　
月
の  

イ　
ベ　
ン　
ト　
情
報

１１

健
康

福
祉

・

は
い
か
い

知
的
障
害
者
（
児
）

家
族
支
援
事
業

国
民
健
康
保
険

高
齢
受
給
者
証
を

送
り
ま
す

そ

の

他

分譲価格面積
仮換地番号

№
画区街区

１８８２万７０００円１５７．１６�４１２�１�

３６１９万４０００円２６２．２８�１２�１１２�１�

２６２９万４０００円１９８．３０�５�３４１�

３４６０万１０００円３１８．０３�１０�１４７�

２０５５万８０００円１８７．７５�４７０�

１８１４万００００円１４６．１８�７�２２０７�

宅
地
（
保
留
地
）
分
譲

�
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＃
＃

＃
＃

＃
＃　

　

安
城
文
化
協
会
が
郷
土
の
文
化
向

上
に
寄
与
し
た
人
た
ち
に
贈
る
各
賞

が
決
ま
り
ま
し
た
。
表
彰
式
は
、　
１１

月
３
日�
に
市
役
所
で
行
わ
れ
ま
す
。

受
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

〈
敬
称
略
〉

第　

回
安
城
文
化
賞

４３

 
三  
瓶  
豊  
麗  
惠 
（

さ
ん 
ぺ
い 
ほ
う 
れ
い 
え

 
惠  
美 
子
   

）〈
民
踊
・
池

え 

み 

こ

浦
町
〉　

　

佐
野
豊
麗
会
副
会
長
。
安
城
文
化

協
会
理
事
。
昭
和　

年
入
会
、　

年

４４

５５

に
日
本
民
踊
研
究
会
師
範
と
な
り
豊

麗
惠
会
を
結
成
。　

年
豊
麗
会
副
会

６１

長
に
、
平
成　

年
民
踊
連
盟
助
教
授

１０

と
な
る
。
安
城
七
夕
ま
つ
り
の
「
お

い
ら
ん
道
中
」
の
企
画
・
指
揮
を
行

う
ほ
か
、　

年
に
「
ド
イ
ツ
に
お
け

１２

る
日
本
年
」
に
出
演
す
る
な
ど
、
文

化
振
興
に
貢
献
。

第　

回
文
化
協
会
賞
（
個
人
）

３０
小
山 
要  
子 
〈

よ
う 
こ

 
箏 そう 
曲 
・
日
の
出
町
〉

き
ょ
く

第　

回
文
化
協
会
賞
（
団
体
）

２７
青
木 
元  
子 
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
教
室

も
と 

こ

〈
代
表
青
木
元
子
・
小
堤
町
〉

第　

回
文
化
奨
励
賞

４３
戸
田 
静  
子 
〈
日
本
画
・
大
東
町
〉

し
ず 
こ

岡
本 
桃  
香 
（

と
う 
こ
う

 
昌  
子 
）〈
書
・
春
日
井
市
〉

ま
さ 
こ

柴
田 
宗  
津 
（
み
つ
子
）〈
茶
華
道
・
大

そ
う 
し
ん

東
町
〉　

山
田 
雅  
楽  
抄  
夜 
（
つ
や
子
）

う 

た 

さ 

や

〈
箏
曲
・
大
東
町
〉

文
化
振
興
賞

蜂
須
賀 
壮  
峯 
（ 
一  
二 
）〈
書
・
桜
井
町
〉

そ
う 
ほ
う 

か
ず 
じ

安
城
市
青
年
団
協
議
会
団
史
編
集
委

員
会

問
い
合
わ
せ
▼
生
涯
学
習
課
（
文
化

セ
ン
タ
ー
内
／�
〈　

〉１
５
１
５
）

７６

　

市
体
育
協
会
と
市
は
、
長
年
に
わ

た
り
体
育
の
振
興
、
発
展
に
尽
く
し

た
体
育
功
労
者
７
人
と
、
こ
の
１
年

間
各
種
大
会
で
優
秀
な
成
績
を
収
め

た
個
人　

人
・
８
団
体
を　

月
６
日

１８

１０

の
安
城
選
手
権
大
会
秋
季
選
手
権
大

会
開
会
式
で
表
彰
し
ま
し
た
。   　

　
　
　
　
 　
　
　
　
　

＜

敬
称
略＞

体
育
功
労
者

長
谷
川 
英  
二 
（
陸
上
・
西
尾
市
）　

え
い 
じ

 
大  
霜  
幸  
一 
（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
古
井

お
お 
し
も 
こ
う 
い
ち

町
）　

菊
地 
晃  
彦 
（
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

あ
き 
ひ
こ

ー
ル
・
横
山
町
）　

鶴
田 
文  
枝 
（
水

ふ
み 
え

泳
・
赤
松
町
）　

石
原 
陽  
子 
（
水
泳
・

よ
う 
こ

古
井
町
）　

鈴
木 
幸  
枝 
（
水
泳
・
桜

ゆ
き 
え

井
町
）　

都
築
道
雄
（
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
・
和
泉
町
）

優
秀
選
手
・
団
体

【
個
人
】　
 
濱  
上  
耕  
平 
（
住
吉
町
・

は
ま 
が
み 
こ
う 
へ
い

学
生
・　

歳
）　
 
樋  
口 
ひ 
ぐ
ち 
諒 
（
古
井
町
・

り
ょ
う

１７

安
祥
中
３
年
）　

島
崎 
修 
し
ゅ
う 
太 
（
小
川

た

町
・
桜
井
中
３
年
）　

佐
々
木 
康  
臣 

や
す 
お
み

（
里
町
・
東
山
中
３
年
）　

柴
田 
哲 あき

 
宏 
（
里
町
・
東
山
中
３
年
）　

中
野

ひ
ろ弘

幸
（
今
本
町
・
東
山
中
２
年
）　

田
淵 
文  
子 
（
美
園
町
・
篠
目
中
３
年
）

ふ
み 
こ

神
谷 
宥  
紀 
（
桜
井
町
・
桜
林
小
６
年
）

ゆ
う 
き

神
谷
美
紀
（
根
崎
町
・
明
和
小
６
年
）

水
上
か
お
り
（
山
崎
町
・
東
部
小
５

年
）　

樋
口 
光  
華 
（
和
泉
町
・
明
祥

み
つ 
か

中
１
年
）　
 �
  
田  
賢 
（
桜
井
町
・
桜

は
ま 
だ 
け
ん

井
中
１
年
）　

平
岩
朝
美
（
川
島
町
・

桜
井
中
１
年
）　

都
築
純
（
東
栄
町
・

東
山
中
１
年
）　

後
藤
美
紀
（
山
崎

町
・
東
部
小
６
年
）　

古
澤 
司 
（
篠

つ
か
さ

目
町
・
作
野
小
６
年
）　

須
江 
亮 
り
ょ
う 
太 た

（
住
吉
町
・
作
野
小
６
年
）　

須
江

 
昂 こう 
太 
（
住
吉
町
・
作
野
小
５
年
）

た

【
団
体
】　

科
学
技
術
学
園
高
等
学

校
刈
谷
（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）　

安
城

Ａ
チ
ー
ム
（
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
）　

東

山
中
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部　

安
城

ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
ク
ラ
ブ
６
年
男
子
リ

レ
ー
チ
ー
ム　

安
城
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上

ク
ラ
ブ
６
年
女
子
リ
レ
ー
チ
ー
ム　

安
城
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
ク
ラ
ブ
５
年
混

合
リ
レ
ー
チ
ー
ム　

安
城
西
中
男
子

低
学
年
リ
レ
ー
チ
ー
ム
（
陸
上
）　

桜
林
小
男
子
６
年
リ
レ
ー
チ
ー
ム 

（
陸
上
）

問
い
合
わ
せ
▼
体
育
課
（
市
体
育
館

内
／�
〈　

〉３
５
３
５
）

７５

　

９
月　

日
に
開
催
さ
れ
た
教
育
委

３０

員
会
で
、
杉
浦 
實 
委
員
長
の
委
員
長

ま
こ
と

任
期
の
満
了
に
伴
う
後
任
に
、
神
谷

 
忠  
雄 
委
員
（
小
川
町
／　

歳
）
が
選

た
だ 
お

６４

任
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は　

月
１
日
か
ら
１
年
間
。

１０

ま
た
、
委
員
長
職
務
代
理
者
に
は
兵

藤 
睦  
子 
委
員
（
和
泉
町
／　

歳
）
が

む
つ 
こ

６７

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
▼
教
育
委
員
会
総
務
課

　

総
務
省
で
は
、
国
や
特
殊
法
人
な

ど
の
行
っ
て
い
る
仕
事
に
つ
い
て
、

皆
さ
ん
の
苦
情
や
意
見
・
要
望
を
お

聞
き
し
て
、
あ
っ
せ
ん
す
る
「
行
政

相
談
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
行
政
相
談
制
度
を
皆
さ
ん
に

知
っ
て
い
た
だ
き
、
利
用
し
て
い
た

だ
く
た
め
、　

月　

日�
か
ら　

日

１０

２１

２７

�
ま
で
の
行
政
相
談
週
間
に
行
政
相

談
所
が
開
設
さ
れ
ま
す
。

　

年
金
、
保
険
、
税
金
、
登
記
、
環

境
衛
生
、
消
費
者
保
護
、
交
通
安
全
、

道
路
、
窓
口
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
つ
い

て
、
苦
情
や
意
見
・
要
望
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。　

※
相
談
は
無
料
で
秘
密
を
守

り
ま
す
。

と
き
▼　

月　

日�
午
前
９
時
〜
午

１０

２２

後
３
時　

と
こ
ろ
▼
市
役
所
相
談
室

（
北
庁
舎
１
階
）　

相
談
担
当
者
▼

行
政
相
談
委
員
（
総
務
大
臣
か
ら
委

嘱
さ
れ
て
い
る
民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
、
皆
さ
ん
の
身
近
な
相
談
相
手

で
す
）

　

な
お
、
当
日
ご
都
合
の
悪
い
場
合

は
、
次
の
と
こ
ろ
で
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

行
政
相
談
委
員　
　
　

＜

敬
称
略＞

稲
垣 
勝 
（
今
本
町
／�
〈　

〉９
６
４

ま
さ
る

９７

３
）　

長
谷
部 
良  
行 
（
桜
井
町
／�

よ
し 
ゆ
き

〈　

〉２
３
１
５
）　

大
見 
智  
子 
（
新

と
も 
こ

９９明
町
／�
〈　

〉３
３
２
２
）　

７６

行
政
苦
情　

番
（
総
務
省
中
部
管
区

１１０

行
政
評
価
局
行
政
相
談
課
／�
　
０５２

〈　

〉１
１
０
０
、
名
古
屋
総
合
行
政

９６２相
談
所
／�
　
〈　

〉１
１
９
２
）

０５２
２６３

　

私
立
高
等
学
校
と
私
立
専
修
学
校

（
修
業
年
限
３
年
で
卒
業
時
高
等
学

校
卒
業
資
格
が
得
ら
れ
る
こ
と
）
の

生
徒
の
保
護
者
（
市
内
在
住
）
を
対

象
に
、
年
額
１
万
円
の
授
業
料
補
助

を
行
い
ま
す
。
希
望
す
る
人
は
、　
１０

月　

日�
ま
で
に
市
教
育
委
員
会
総

３１
務
課
へ
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。　

※
詳
し
く
は
本
紙
前
号
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
▼
同
課　

秋
の
行
政
相
談
週
間 

　

月　

日
〜　

日

１０

２１

２７

安
城
文
化
賞
が

決
ま
り
ま
し
た

体
育
功
労
者
と
優
秀
選
手
・

団
体
を
表
彰

教
育
委
員
会
委
員
長
に 

神
谷
氏
を
選
任

市役所　�〈７６〉１１１１／FAX〈７６〉１１１２

�

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か

私
立
高
校
な
ど
の

授
業
料
補
助
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市
選
挙
管
理
委
員
会
が
中
学
１
年

生
を
対
象
に
募
集
し
た
、
明
る
い
選

挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
の
入
賞
作
品
が
決

ま
り
ま
し
た
。
１
４
５
９
点
の
応
募

作
品
の
中
か
ら
、
特
選
３
点
、
入
選

　

点
、
佳
作　

点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

１７

２０

　

入
賞
作
品　

点
は
、　

月　

日�

４０

１１

１３

か
ら　

日�
ま
で
、
文
化
セ
ン
タ
ー

２０

ホ
ワ
イ
エ
で
展
示
し
た
後
、
各
地
区

公
民
館
で
巡
回
展
示
し
ま
す
。

　

ま
た
、
特
選
の
３
点
は
、
県
選
挙

管
理
委
員
会
の
第
２
次
審
査
に
応
募

し
ま
す
。
入
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
で

す
。　
　
　
　
　
　
　

＜

敬
称
略＞

◆
特
選

杉
浦 
早  
希 
（
桜
井
中
）　

岡
田 
佳  
明 
、

さ 

き 

よ
し 
あ
き

前
田 
安  
里  
沙 
（
安
祥
中
）

あ 

り 

さ

◆
入
選

 
大  
河  
内  
里  
衣 
、
坂
田 
梨  
恵 
（
南
中
）

お
お 
こ
う 
ち 

り 

え 

り 

え

近
藤 
真  
生 
、
深
谷 
優  
介 
（
北
中
）　

ま
さ 
き 

ゆ
う 
す
け

神
谷 
静  
果 
、
鳥
居 
光  
代 
（
西
中
）　

し
ず 
か 

み
つ 
よ

堀 
絢  
子 
、
黒
柳 
陸 
、
平
岩
朝
美
、
野

あ
や 
こ 

り
く

村 
遼 
り
ょ
う 
介 
、 
小  
栗  
若  
葉 
（
桜
井
中
）　

す
け 

お 
ぐ
り 
わ
か 
ば

 
福  
拓  
也 
、
杉
浦
み
な
み
、
天
野
ち
ひ

ふ
く 
た
く 
や

ろ
、
伊
佐 
知  
代 
、
大
槻 
恵  
理 
（
東
山

と
も 
よ 

え 

り

中
）　

犬
塚 
菜  
 々 
美 
（
安
祥
中
）

な 

な 

み

◆
佳
作

 
神  
尾  
瑠  
里 
、 
谷  
畑  
愛 
、 
三  
輪  
夕  
季  
乃 
、

か
み 
お 

る 

り 

た
に 
は
た 
あ
い 

み 

わ 

ゆ 

き 

の

西
浦 
友  
香 
、
本
田 
弘  
旭 
（
南
中
）　

ゆ 

か 

ひ
ろ 
あ
き

 
坂  
廼  
辺  
蘭 
、
都
築 
真  
美 
、
間
瀬 
善  
之 
、

さ
か 
の 

べ 
ら
ん 

ま 

み 

よ
し 
ゆ
き

吉
田 
晴  
香 
、 
廣  
村  
達  
哉 
、
浅
井 
汐  
璃 

は
る 
か 

ひ
ろ 
む
ら 
た
つ 
や 

し 
お
り

（
北
中
）　

岩
瀬 
由  
枝 
（
明
祥
中
）

よ
し 
え

岡
本 
直  
子 
、
葛
西 
真  
未 
（
西
中
）　

な
お 
こ 

ま 

み

鈴
木 
健  
斗 
（
桜
井
中
）　
 
武  
井  
三  
貴 
、

け
ん 
と 

た
け 
い 

み 

き

成
瀬 
友  
子 
（
東
山
中
）　

鈴
木 
一  
星 

ゆ
う 
こ 

い
っ 
せ
い

（
安
祥
中
）　
 
小 こ 
畠 
ば
た
け 

夕  
貴  
子 
、
大
石

ゆ 

き 

こ

 
恭 
き
ょ
う 
平 
（
篠
目
中
）

へ
い

問
い
合
わ
せ
▼
同
委
員
会
（
行
政
課

内
）

　

第　

回
市
民
文
芸
ま
つ
り
の
俳
句

１４

と
短
歌
の
優
秀
作
品
が
決
ま
り
ま
し

た
。
両
部
門
合
わ
せ
て
３
６
３
８
人

か
ら
５
８
２
３
編
の
応
募
が
あ
り
ま

し
た
。
発
表
大
会
で
入
賞
者
の
表
彰

を
行
い
ま
す
。
上
位
入
賞
者
は
次
の

皆
さ
ん
で
す
。　
　
　

＜

敬
称
略＞

◆
俳
句
〈
一
般
の
部
〉

市
長
賞
＝
成
瀬 
鈴  
子 
（
山
崎
町
）

す
ず 
こ

「
針
穴
の
見
え
て
通
ら
ぬ
暑
さ
か
な
」

市
議
会
議
長
賞
＝
齊
藤 
清  
子 
（
榎
前

き
よ 
こ

町
）　

市
教
育
委
員
会
賞
＝
井
上 
俊 とし

 
一 
（
御
幸
本
町
）　

近
藤 
利  
男 
（
住

か
ず 

と
し 
お

吉
町
）　

文
化
協
会
賞
＝
山�
 
学 
ま
な
ぶ

（
横
山
町
）　

平
岩 
富  
枝 
（
川
島
町
）

と
み 
え

◆
俳
句
〈
小
中
生
徒
の
部
〉

市
長
賞
＝
廣�
 
美  
智  
花 
（
法
連
町
）

み 

ち 

か

「
ふ
で
ば
こ
が
パ
カ
パ
カ
あ
そ
ぶ
春

の
み
ち
」　

市
議
会
議
長
賞
＝
黒
木

 
麻  
衣 
（
箕
輪
町
）　

市
教
育
委
員
会

ま 

い

賞
＝
神
谷
恵
理
子
（
高
棚
町
）　

関

口 
茉  
実 
（
箕
輪
町
）　

文
化
協
会
賞

ま 

み

＝
石
川 
裕  
基 
（
高
棚
町
）　

神
谷
奈

ひ
ろ 
き

央
子
（
福
釜
町
）

◆
短
歌
〈
一
般
の
部
〉

市
長
賞
＝
小
野 
淳  
子 
（
城
南
町
）

あ
つ 
こ

「
ご
ん
ぎ
つ
ね
読
み
聞
か
せ
い
し
我

が 
膝 
の
子
の
や
わ
ら
か
き
寝
息
聞
こ

ひ
ざ

え
来
」　

市
議
会
議
長
賞
＝
杉
浦 
良 よし

 
子 
（
和
泉
町
）　

市
教
育
委
員
会
賞

こ＝
須
山 
百  
代 
（
榎
前
町
）　

文
化
協

も
も 
よ

会
賞
＝
稲
熊 
千  
代  
子 
（
橋
目
町
）

ち 

よ 

こ

◆
短
歌
〈
小
中
生
徒
の
部
〉

市
長
賞
＝
柳
澤 
佑  
介 
（
榎
前
町
）

ゆ
う 
す
け

「
携
帯
電
話
電
波
は
ど
こ
ま
で
も
届

く
け
ど
こ
の
想
い
だ
け
は
届
か
な
か

っ
た
」　

市
議
会
議
長
賞
＝
平
野 
晃 こう

 
市 
（
福
釜
町
）　

市
教
育
委
員
会
賞

い
ち＝

岩
間 
啓  
史 
（
福
釜
町
）　

文
化
協

け
い 
し

会
賞
＝
加
藤 
正  
也 
（
榎
前
町
）

ま
さ 
や

と
き
▼　

月
９
日�
午
後
１
時　

分

１１

３０

と
こ
ろ
▼
文
化
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室

※
来
場
者
に
入
選
作
品
集
を
差
し
上

げ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
▼
生
涯
学
習
課
（
文
化

セ
ン
タ
ー
内
／�
〈　

〉１
５
１
５
）

７６

＃◆
愛
知
県
手
帳

内
容
▼
予
定
表
、
日
記
、
カ
レ
ン
ダ

ー
、
各
月
の
こ
よ
み
、
県
内
市
町
村

の
イ
ベ
ン
ト
紹
介
、
便
覧
な
ど　

体

裁
▼　
�
×
９�
　

価
格
▼　

円

１５

５００

◆
愛
知
県
勢
要
覧
２
０
０
３

内
容
▼
統
計
表
と
グ
ラ
フ
で
み
る
県
・

市
町
村
の
概
要
、　

万
分
の
１
の
カ

１７

ラ
ー
地
図　

体
裁
▼
Ａ
１
判
、
４
色

刷
り　

価
格
▼　

円
３５０

◆
愛
知
県
地
図

体
裁
▼
Ａ
１
判
白
地
図
（　

万
分
の

１７

１
）　

価
格
▼　

円
１００

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
▼　

月　
１１

１５

日�
ま
で
に
電
話
で
企
画
政
策
課
へ

※
期
限
ま
で
に
申
し
込
み
を
し
た
人

に
「
引
き
換
え
通
知
書
兼
領
収
書
」

を
送
り
ま
す
。　

月
中
旬
か
ら
現
金

１２

と
引
き
換
え
で
、
同
課
で
お
渡
し
し

ま
す
。

　

小
中
学
校
の
教
員
免
許
状
の
あ
る

人
の
講
師
登
録
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
登
録
し
た
人
の
中
か
ら
、
必
要

に
応
じ
て
講
師
の
依
頼
を
し
ま
す
。

登
録
・
問
い
合
わ
せ
▼
写
真
を
つ
け

た
履
歴
書
を
持
っ
て
学
校
教
育
課
へ

　
　

月
４
日�
午
前
８
時　

分
か
ら

１１

３０

午
後
３
時
ま
で
、
予
約
管
理
シ
ス
テ

ム
か
ら
体
育
施
設
の
予
約
な
ど
の
受

け
付
け
が
で
き
ま
せ
ん
。
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
な
お
、
施
設
は
平
常
ど

お
り
利
用
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
▼
体
育
課
（
市
体
育
館

内
／�
〈　

〉３
５
３
５
）

７５

　

自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
万
一
の

交
通
事
故
の
際
の
基
本
的
な
対
人
賠

償
を
目
的
と
し
て
、
バ
イ
ク
・
原
付

自
転
車
を
含
む
す
べ
て
の
自
動
車
に

加
入
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
保
険

で
す
。
車
検
制
度
の
な
い
バ
イ
ク
・

原
付
自
転
車
は
、
特
に
期
限
切
れ
、

か
け
忘
れ
に
ご
注
意
を
。

問
い
合
わ
せ
▼
中
部
運
輸
局
愛
知
運

輸
支
局
輸
送
課
（�
　
〈　

〉５
３
１

０５２
３５１

２
）

市
民
文
芸
ま
つ
り 

優
秀
作
品
決
定

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー

入
賞
作
品
決
定

杉
浦
早
希
さ
ん
の
作
品

岡
田
佳
明
さ
ん
の
作
品

前
田
安
里
沙
さ
ん
の
作
品

予
約
管
理
シ
ス
テ
ム
か
ら

予
約
が
で
き
な
く
な
り
ま
す

小
中
学
校
の
講
師
登
録

自
賠
責
保
険
・
共
済
の 

期
限
は
い
つ
ま
で
で
す
か

県
手
帳
・
県
勢
要
覧
・ 

県
地
図
を
販
売

�



　

来
年
用
の
「
安
城
市
民
手
帳
」
と

「
安
城
の
統
計
」
を
販
売
し
ま
す
。

　

町
内
会
の
回
覧
な
ど
で
予
約
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
が
、
会
社
や
事
業

所
な
ど
で
ご
希
望
の
人
は
、
直
接
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
発
送
は　

月
中
旬
を
予
定

１２

し
て
い
ま
す
。

◆
安
城
市
民
手
帳
（　

円
）

３００

　
　

㎝
×
９
㎝
の
手
帳
で
、安
城
の

１４

歩
み
、
各
種
届
け
出
の
方
法
、
公
共

施
設
利
用
の
手
引
き
、
各
種
相
談
窓

口
な
ど
を
掲
載
し
た
「
市
政
と
暮
ら

し
の
し
お
り
」
が
付
い
て
い
ま
す
。

◆
安
城
の
統
計
（　

円
）

４００

　

安
城
に
つ
い
て
の
最
新
の
統
計
を

網
羅
。
市
勢
を
い
ろ
い
ろ
な
面
か
ら

把
握
で
き
ま
す
。
サ
イ
ズ
は
Ａ
４
判

で
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
▼
電
話
で

秘
書
課
ま
た
は
企
画
政
策
課
へ

　

県
で
は
、
職
場
で
の
悩
み
ご
と
困

り
ご
と
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
労
働
問
題

に
対
処
す
る
た
め
、
労
働
相
談
窓
口

を
開
設
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
内
容
▼
解
雇
、
出
向
、
賃
金
、

退
職
金
、
労
働
時
間
な
ど
の
労
働
条

件
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
労
働
問
題　

相
談
時
間
▼
月
〜
金
曜
日
午
前
９
時

〜
午
後
５
時　

分
（
夜
間
相
談
は
月
・

３０

木
曜
日
午
後
５
時　

分
〜
８
時
）　

３０

相
談
方
法
▼
来
庁
ま
た
は
電
話
（�

０
５
６
４〈　

〉６
１
０
０
）　

問
い

２６

合
わ
せ
▼
県
西
三
河
事
務
所
産
業
労

働
課
（�
０
５
６
４〈　

〉２
７
８
２
）

２７

　

県
行
政
書
士
会
碧
海
支
部
で
は
、

行
政
書
士
制
度
の
普
及
強
調
月
間
の

一
つ
と
し
て
、
官
公
署
に
提
出
す
る

許
認
可
申
請
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て

の
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

と
き
▼　

月　

日�
午
前　

時
〜
午

１０

２４

１０

後
３
時　

と
こ
ろ
▼
市
役
所
相
談
室

（
北
庁
舎
１
階
）　

問
い
合
わ
せ
▼

県
行
政
書
士
会
碧
海
支
部
（�
〈　

〉
７５

６
０
１
１
）
ま
た
は
碧
海
支
部
第
三

ブ
ロ
ッ
ク
（�
〈　

〉０
４
５
８
）

９７

　

県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
福

祉
関
係
の
仕
事
に
つ
き
た
い
人
、
興

味
の
あ
る
人
を
対
象
に
、
求
人
情
報

を
始
め
、
福
祉
施
設
や
職
種
の
こ
と

な
ど
様
々
な
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

と
き
▼　

月
７
日�
午
前　

時
〜
午

１１

１１

後
４
時　

と
こ
ろ
▼
岡
崎
市
福
祉
会

館
視
聴
覚
室
（
岡
崎
市
朝
日
町
・
岡

崎
市
役
所
隣
接
）　

問
い
合
わ
せ
▼

同
セ
ン
タ
ー
（�
　
〈　

〉０
４
０
８
）

０５２
２２３

　
　
　

市
役
所
関
係

　
　
　

８
月
受
け
付
け
分
／
敬
称
略

▽
㈱
岡
崎
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
▽
愛
知
県

交
通
安
全
協
会
安
城
支
部
・
安
城
知

立
自
家
用
自
動
車
組
合

　
　
　

市
社
会
福
祉
協
議
会
関
係

　
　
　

８
月
受
け
付
け
分
／
敬
称
略

■
善
意
銀
行

◆
金
品
預
託
▽
磯
村
キ
ク
▽
パ
ソ
コ

ン
グ
ル
ー
プ
「
あ
ぜ
み
ち
」
▽
西
尾

南
子
ど
も
会
▽
中
部
ふ
れ
あ
い
社
交

ダ
ン
ス
▽
東
端
の
老
人
▽
Ｄ
Ａ
Ｉ
▽

喫
茶
ラ
イ
ム
▽
ボ
ー
ル
・
セ
ン
タ
ー

安
城
店
▽
野
村
昭
造
▽
児
玉
▽
匿
名

（
５
人
）

◆
収
集
物
預
託
（
サ
ル
ビ
ア
ス
タ
ン

プ
・
使
用
済
み
切
手
・
ベ
ル
マ
ー
ク

ほ
か
）
▽
二
本
木
公
民
館
利
用
者
▽

㈲
家
城
屋
▽
㈱
ツ
カ
モ
ト
▽
今
村
郵

便
局
▽
く
め
歯
科
▽
安
城
市
青
果
市

場
▽
安
城
市
民
生
委
員
・
児
童
委
員

協
議
会
▽
山
崎
▽
野
村
君
江
▽
市
役

所
職
員

■
福
祉
基
金

▽
西
三
河
ヤ
ク
ル
ト
販
売
㈱

広報あんじょう　2002.10.１５

５日�・１１日�・１８日�・２２日�・

２５日�・２６日�

１０月１７日�
午前１０時３０分

いないいないばあよ
みきかせ（乳幼児）

１０月２０日�
午後２時

かみしばいの会（幼
児～小学校低学年）

１０月２３日�
午前１０時３０分

おはなしまあだ（幼
児）

１０月２９日�・
１１月１２日�
午前１０時３０分

えほんとわらべうた
の会（乳幼児）

１１月２日�
午後３時

おはなしレストラン
（小学生以上）

「除籍本のリサイクル」

　図書館で不要になった本を差し
上げます。
とき

△

１０月１９日�・２０日�午前９
時～午後４時　ところ

△

第１・第
２特別閲覧室　配布冊数

△

１人１０
冊まで    ※本を入れる袋をお持ち
ください。会場の混雑を避けるた
め、入場をお待ちいただく場合が
あります。

読書講演会
「絵本をめぐる大人と子ども」

とき

△

１１月９日�午前１０時３０分　
ところ

△

視聴覚室　講師

△

長谷川
 摂  子 氏（埼玉県在住。保育士とし
せつ こ

て勤務したのち、「おはなしくらぶ」
を主宰。著書に『めっきらもっき
らどおんどん』など）　定員

△

１００
人　申し込み

△

１０月１９日�午前９
時から整理券配布（電話不可）　
※託児あり（要予約、１人３００円程
度）。

催しもの

おはなし会

１１月の休館日

県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー 

移
動
相
談

労
働
相
談

行
政
手
続
き
に
関
す
る 

無
料
相
談
会

福
祉
へ
の
善
意
御
礼

寄
付
御
礼

市役所　�〈７６〉１１１１／FAX〈７６〉１１１２

�

県の鳥
「コノハズク」

市
民
手
帳
・
安
城
の
統
計

予
約
受
け
付
け
中


